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ひ
と
よ
し
で
輝
く
人

市
内
全
小
学
校
２
年
生
の
希
望
者
を
対

象
に
、
10
月
か
ら
始
ま
っ
た
課
外
授

業
「
人
吉
市
花
ま
る
教
室
」。
人
吉
出
身
の

高
濱
正
伸
さ
ん
が
代
表
を
務
め
る
学
習
塾

「
花
ま
る
学
習
会
」
の
指
導
法
を
取
り
入
れ

た
注
目
の
取
り
組
み
だ
。
そ
の
指
導
員
と
し

て
同
塾
か
ら
派
遣
さ
れ
た
の
が
和
泉
さ
ん
。

　

学
生
時
代
に
見
た
テ
レ
ビ
番
組
で
高
濱
正

伸
さ
ん
の
こ
と
を
知
り
、
教
育
に
対
す
る
熱

い
思
い
に
魅
了
さ
れ
た
。
す
ぐ
に
番
組
放
送

の
１
週
間
後
に
あ
っ
た
会
社
説
明
会
に
参

加
。
同
塾
へ
の
就
職
が
決
ま
り
、
都
内
の
教

室
で
２
年
間
教
え
て
き
た
。「
将
来
は
地
元

の
九
州
で
も
教
え
た
い
」
と
考
え
て
い
た
こ

ろ
、
同
教
室
の
指
導
員
と
し
て
白
羽
の
矢
が

立
つ
。「
塾
の
人
間
が
公
教
育
に
関
わ
り
、

学
校
現
場
で
教
え
る
の
は
お
そ
ら
く
全
国

初
。
責
任
は
重
い
が
、
や
り
が
い
が
あ
る
」

と
人
吉
へ
や
っ
て
き
た
。

　

同
教
室
の
大
き
な
目
的
は
、
ま
ず
勉
強
を

好
き
に
な
っ
て
も
ら
う
こ
と
。「
人
の
成
長

を
妨
げ
る
の
は
、嫌
い
や
苦
手
と
い
う
意
識
。

い
か
に
小
さ
い
こ
ろ『
勉
強
っ
て
楽
し
い
！
』

と
思
っ
て
も
ら
え
る
か
が
勝
負
」
と
和
泉
さ

ん
。
ま
る
で
〝
体
操
の
お
兄
さ
ん
〞
の
よ
う

に
、
大
き
な
声
で
元
気
い
っ
ぱ
い
に
授
業
を

進
め
る
の
は
そ
の
た
め
だ
。
子
ど
も
た
ち
が

手
を
挙
げ
て
答
え
る
と
、「
お
も
し
ろ
い
ね
！

は
い
拍
手
！
」。
ど
ん
な
答
え
で
も
褒
め
る
。

「
正
解
す
る
こ
と
よ
り
、
自
分
自
身
で
考
え

る
こ
と
が
大
事
。
だ
か
ら
小
さ
な
頑
張
り
で

も
認
め
て
、
自
信
を
付
け
さ
せ
る
。
そ
れ
が

指
導
員
の
一
番
の
仕
事
だ
と
思
う
ん
で
す
」。

　

今
日
も
教
室
は
、
子
ど
も
た
ち
の
〝
花
ま

る
〞
の
笑
顔
で
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た
。

10月から始まった
「人吉市花まる教室」の指導員

和泉 潤平 さん（西間下町）

いずみ　じゅんぺい
昭和63年12月５日生まれ。Ｂ型。鹿児
島市出身。鹿児島大学を卒業後、「花ま
る学習会」に入社。入社３年目の今年度
から「人吉市花まる教室」の指導員とし
て市教育委員会に派遣される。人吉の印
象は「その名のとおり、人がいい。温か
く接してくれるので、一人暮らしですが
寂しいと思ったことがありません」。こ
ちらで知り合った仲間たちと、月に１、
２回のバスケットボールで汗を流す。

ごみ減量!!「人吉ごみを出しま宣言」

甲冑（かっちゅう）姿の田中市長と甲冑隊が人吉城歴史館前で行った
宣言式（上）／11月９・10日の「ひとよし産業祭」でごみ減量を訴えた（下
右）／人吉球磨のゆるキャラたちもレジ袋削減を呼びかけた（下左）

　

一
般
廃
棄
物（
ご
み
）処
理
実
態
調
査（
平

成
23
年
度
実
績
）
で
、
市
民
１
人
１
日
当
た

り
の
ご
み
排
出
量
が
県
内
45
市
町
村
中
ワ
ー

ス
ト
２
位
と
な
っ
た
人
吉
市
。
市
民
一
丸
と

な
っ
て
汚
名
を
返
上
し
、
財
布
と
地
球
に
や

さ
し
い
生
活
を
目
指
す
た
め
、
市
は
11
月
1

日
に
「
人
吉
ご
み
を
出
し
ま
宣
言
」
を
行
い

ま
し
た
。

　

人
吉
城
歴
史
館
前
で
行
わ
れ
た
宣
言
式
で

は
、
田
中
市
長
が
「
①
３
切
る
運
動
（
食
材

を
使
い
切
る
、
食
べ
切
る
、
生
ご
み
の
水
を

切
る
）、
②
ご
み
袋
の
名
前
書
き
、
③
紙
類

の
資
源
ご
み
化
、
④
レ
ジ
袋
削
減
と
マ
イ

バ
ッ
ク
持
参
の
４
つ
を
市
民
み
ん
な
で
実
行

し
、『
安
ら
ぎ
と
潤
い
あ
る
快
適
な
生
活
環

境
を
確
保
し
、
自
然
環
境
と
人
間
生
活
が
と

も
に
輝
く
美
し
き
千
年
都
市
ひ
と
よ
し
』
の

実
現
を
目
指
す
」
と
宣
言
。

　

小
さ
な
心
が
け
で
ご
み
が
減
る
４
つ
の
取

り
組
み
を
、市
民
み
ん
な
で
始
め
ま
し
ょ
う
。
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神様の野球人生
選手と監督の両方で大成功し、戦前・戦後を通じて日本プロ
野球界を支えた続けた川上哲治さん。数多くの栄光に包まれ
た、その人生を振り返ります。

野
球
と
の
出
会
い
と
甲
子
園

　

川
上
哲
治
さ
ん
は
大
正
９
年
２

月
、
球
磨
郡
大
村
（
現
在
の
人
吉

市
南
泉
田
町
）に
生
ま
れ
ま
し
た
。

５
歳
の
こ
ろ
、
布
製
の
ボ
ー
ル
を

与
え
ら
れ
、
父
親
か
ら
野
球
の
手

ほ
ど
き
を
受
け
ま
す
。
そ
し
て
大

村
尋
常
小
学
校
（
現
在
の
人
吉
西

小
）
４
年
生
の
時
、
野
球
部
に
入

部
。
正
選
手
と
な
り
、
打
順
は
２

番
、
守
備
は
ラ
イ
ト
で
し
た
。
当

時
の
大
村
尋
常
小
学
校
は
人
吉
球

磨
で
敵
な
し
の
強
豪
。
九
州
大
会

に
も
進
み
、
決
勝
戦
で
は
ラ
ン
ニ

ン
グ
ホ
ー
ム
ラ
ン
を
放
ち
九
州
一

に
な
り
ま
し
た
。
５
年
生
に
な
る

と
エ
ー
ス
で
４
番
を
務
め
、
チ
ー

ム
の
中
心
と
し
て
活
躍
し
ま
す
。

　

や
が
て
川
上
少
年
は
、
野
球
が

盛
ん
な
熊
本
県
立
工
業
学
校(

現

在
の
熊
本
工
業
高
校
、
以
後
「
熊

工
」)

の
野
球
部
か
ら
誘
い
が
あ

り
、
熊
工
へ
進
学
し
ま
し
た
。

　

下
宿
先
で
の
手
伝
い
、
野
球
、

勉
強
と
い
う
困
難
か
ら
一
度
は
学

校
を
離
れ
ま
す
が
、
そ
の
後
強
い

説
得
が
あ
り
再
び
熊
工
へ
。
野
球

に
全
力
投
球
し
、
甲
子
園
に
３
回

出
場
。
昭
和
12
年
の
夏
の
甲
子
園

全
国
大
会
で
は
ピ
ッ
チ
ャ
ー
と
し

て
熊
工
を
準
優
勝
に
導
き
ま
す
。

巨
人
軍
入
団

　

昭
和
11
年
に
生
ま
れ
た
ば
か
り

の
「
プ
ロ
野
球
」
の
各
球
団
は
、

戦
力
と
な
る
優
秀
な
選
手
を
探
す

ス
カ
ウ
ト
活
動
に
力
を
入
れ
て
い

ま
し
た
。
甲
子
園
で
活
躍
し
た
川

上
選
手
も
そ
の
実
力
を
買
わ
れ
、

昭
和
13
年
に
ピ
ッ
チ
ャ
ー
と
し
て

巨
人
軍
に
入
団
。
そ
の
後
バ
ッ

テ
ィ
ン
グ
の
才
能
が
認
め
ら
れ
、

一
塁
手
に
転
向
し
ま
し
た
。　

　

打
撃
と
向
き
合
い
始
め
た
川
上

選
手
は
、
畳
に
穴
が
開
く
ほ
ど
部

屋
で
素
振
り
を
し
た
と
い
い
ま

す
。
努
力
が
実
り
、
入
団
２
年
目

の
昭
和
14
年
に
は
史
上
最
年
少
の

19
歳
で
首
位
打
者
を
獲
得
。
昭
和

16
年
ま
で
の
４
年
間
で
、
ホ
ー
ム

ラ
ン
王
、
首
位
打
者
、
打
点
王
な

ど
輝
か
し
い
成
績
を
残
し
ま
し

た
。
し
か
し
、
太
平
洋
戦
争
が
激

し
く
な
る
と
プ
ロ
野
球
選
手
も

次
々
に
召
集
さ
れ
、
川
上
さ
ん
も

兵
役
に
つ
き
ま
す
。

　

昭
和
20
年
８
月
に
終
戦
を
迎
え

る
と
、
川
上
選
手
は
人
吉
へ
帰
郷

し
農
業
を
し
て
い
ま
し
た
。
し
か

し
巨
人
軍
か
ら
強
い
復
帰
の
要
望

が
あ
り
、
４
年
ぶ
り
に
プ
ロ
野
球

選
手
と
し
て
復
帰
し
ま
す
。

〝
打
撃
の
神
様
〞
の
誕
生

　

終
戦
直
後
の
混
乱
期
、
娯
楽
に

飢
え
て
い
た
人
々
の
心
を
と
ら
え

た
プ
ロ
野
球
は
、
国
民
的
人
気
と

な
り
ま
す
。
特
に
川
上
選
手
の
ト

レ
ー
ド
マ
ー
ク
「
赤
バ
ッ
ト
」、

そ
し
て
ラ
イ
バ
ル
・
大
下
弘
選
手

の
「
青
バ
ッ
ト
」
は
そ
の
人
気
を

け
ん
引
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
低

く
一
直
線
に
ス
タ
ン
ド
に
運
ば
れ

る
川
上
選
手
の
打
球
は
「
弾
丸
ラ

イ
ナ
ー
」
と
呼
ば
れ
、
観
る
人
の

心
を
捉
え
て
離
し
ま
せ
ん
で
し

た
。

　

昭
和
25
年
、
川
上
選
手
30
歳
の

こ
ろ
、
多
摩
川
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
の

打
撃
練
習
中
に
不
思
議
な
感
覚
を

覚
え
ま
す
。「
ボ
ー
ル
が
止
ま
っ

て
見
え
た
」。
そ
れ
は
、
川
上
選

手
に
「
打
撃
の
神
様
」
が
降
臨
し

た
瞬
間
で
し
た
。
そ
し
て
昭
和
31

年
、
つ
い
に
プ
ロ
野
球
初
の
２
千

本
安
打
を
達
成
し
ま
す
。
現
役
時

代
の
背
番
号
「
16
」
は
、
巨
人
軍

の
永
久
欠
番
に
な
っ
て
い
ま
す
。

川
上
野
球
が
掴
ん
だ
Ｖ
９

　

昭
和
36
年
に
川
上
さ
ん
は
巨
人

軍
監
督
に
就
任
。
弱
か
っ
た
当
時

の
チ
ー
ム
を
立
て
直
す
た
め
、
大

リ
ー
グ
・
ド
ジ
ャ
ー
ス
の
戦
法
を

取
り
入
れ
徹
底
的
に
チ
ー
ム
プ

レ
ー
を
優
先
す
る
ス
タ
イ
ル
を
築

き
ま
す
。
現
在
で
は
当
た
り
前
で

す
が
、
選
手
一
人
一
人
の
役
割
を

明
確
に
し
た
「
組
織
で
勝
つ
川
上

野
球
」
は
当
時
革
新
的
で
し
た
。

そ
し
て
、
ス
ー
パ
ー
ス
タ
ー
長
嶋

茂
雄
さ
ん
や
王
貞
治
さ
ん
を
は
じ

め
、
後
世
に
名
高
い
一
流
選
手
を

育
て
ま
し
た
。
昭
和
48
年
ま
で
に

11
回
の
リ
ー
グ
優
勝
を
果
た
し
、

特
に
昭
和
40
年
か
ら
48
年
ま
で
の

日
本
シ
リ
ー
ズ
９
連
覇
（
Ⅴ
９
）

は
、
球
史
に
残
る
偉
業
で
す
。　

　

昭
和
50
年
に
監
督
を
引
き
継
い

だ
後
は
、
野
球
解
説
な
ど
で
も
活

躍
。そ
の
傍
ら
、一
番
や
り
た
か
っ

た
と
い
う
少
年
野
球
の
指
導
に
力

を
注
ぎ
、
全
国
各
地
で
野
球
教
室

を
開
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
平
成
25
年
10
月
28
日
、

赤
バ
ッ
ト
は
静
か
に
旅
立
ち
ま
し

た
。
野
球
一
筋
に
生
き
た
、
93
年

の
人
生
で
し
た
。

▲監督時代の川上さん。背番号38は
同じく人吉出身の末次利光さん

▲川上哲治記念球場などには記帳所や献
花台が設けられ、市民が別れを惜しんだ

打撃の神様

2000 本安打
「ボールが止まって見えた」

V９監督

赤バットの川上

弾丸ライナー

人吉市名誉市民・川上哲治さん追悼特集

　プロ野球・巨人軍で活躍し「打撃の神様」と呼ばれ、監督としては巨人軍を不滅の日本シリー
ズ９連覇に導いた人吉市名誉市民の川上哲治さんが、10月 28 日に亡くなられました。その人
生は日本球界の発展に大きく貢献し、私たちに多くのことを教えてくれました。川上哲治さんの
偉大な業績に深く敬意を表し、心からご冥福をお祈りします。

特　集　 
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神様が残したもの
川上さんがプロ野球の歴史に刻んだ数々の記録。その活躍は、
伝説として語り継がれています。偉業をたたえて造られた川
上哲治記念球場は、少年野球のメッカになりました。

川 上 哲 治 記 念 球 場
　昭和 55年に造られた蟹作町の人吉市農
村運動広場野球場は、平成 11年にメーン
スタンドを備えた本格的な野球場へと生ま
れ変わりました。川上哲治さんの偉業をた
たえ、愛称は「川上哲治記念球場」に。球
場の完成を記念して、川上さんから現役・
監督時代のユニホームや受賞されたトロ
フィーなどが多数寄贈され、エントランス
ホールに展示してあります。
　球場の完成以来毎年開かれている「川上
哲治旗小・中学生軟式野球大会」をはじめ
各種野球大会が開催され、南九州の少年野
球のメッカとして県内外の皆さんに親しま
れています。

シーズン打率：３割７分７厘（1951 年）
シーズン打率３割以上：12回
（1939 ～ 1941 年・1947 年・1949 ～ 1956 年）

シーズン三振数：６（1951 年）
最多安打：６回
（1939 年・1941 年・1947 年・1953 年・1955 年・1956 年）

打撃ベストテン入り：15回
（1938 年秋～ 1941 年・1947 ～ 1957 年）

８年連続シーズン打率３割以上
（1949 ～ 1956 年）

９打数連続安打（1939 年４月９日～ 9月 11日）
10 試合連続打点（1949 年４月 3日～４月 14日）
１試合３三塁打（1939 年６月 21日）
１イニング２本塁打（1948 年５月 16日）
逆転サヨナラ満塁本塁打（1949 年４月 12日）※史上初
日本シリーズ通算打率：３割６分５厘
（159 打数 58安打）

サイクルヒット（1954 年７月 25日）
通算 2000 本安打達成
（1956 年５月 31日）※史上初。1646 試合目

通算猛打賞：194 回
オールスター出場：７回
（1951 ～ 1954 年・1956 ～ 1958 年）

通算 1000 試合出場（1950 年 10 月 19 日）※４人目
監督歴 14年で日本一（日本シリーズ制覇）11回

MVP：３回（1941 年・1951 年・1955 年）

首位打者：５回
（1939 年・1941 年・1951 年・1953 年・1955 年）

本塁打王：２回（1940 年・1948 年）

打点王：３回（1939 年・1941 年・1955 年）

ベストナイン：10回
（1940 年・1947 ～ 1949 年・1951 年・1953 年・
　　　　　　　　　　　　　　　1955 ～ 1958 年）

日本シリーズMVP（1953 年）
日本シリーズホームラン王賞（1952 年）
日本シリーズ首位打者賞（1953 年）
日本シリーズ技能賞（1958 年）
オールスターMVP（1951 年第１戦）
野球殿堂入り（1965 年）
勲四等旭日小綬章（1992 年）
文化功労者（1992 年）
人吉市名誉市民（1992 年）
県民栄誉賞（2013 年）

タ イ ト ル

表　　彰

記　　録

１．球場入口には「川上哲治記念球場」の文字
２．トロフィーや書、ユニホームやスパイクなど
　　川上さんから寄贈された貴重な品々が並ぶ
３．巨人軍OBらによる野球教室も開催
４．平成 11年３月の球場落成記念式典・少年野
　　球大会で始球式のマウンドに立った川上さん
５．多くの少年たちがここで白球を追っている

　川上哲治さんの遺志を受け継ぐ元読売
ジャイアンツ選手による少年野球教室が開
催されます。元プロ野球選手とのふれあい
を楽しみ、技術の向上を目指しましょう。
期　日　12月７日（土）　
時　間　午前 10時～午後１時
場　所　川上哲治記念球場（雨天の場合は
　　　　華の荘リゾートホテル２階）
対　象　小・中学生
参加料　無料（用具は持参してください）
定　員　約 120 人（先着順）

川上球場で元ジャイアンツ選手による
少年野球教室が開催されます！

COACHES

■申込・問合せ　華の荘リゾートホテル少年野球教室実行委員会（☎２２－１１２６）

山本 功児さん 篠塚 和典さん定岡 正二さん二宮 至さん

1

2

3

4

5

特　集　 
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川上さんが目指した、野球による人間形成

さ
せ
な
さ
い
。
そ
う
い
う
正
義
感

を
持
っ
て
ほ
し
い
」
と
話
さ
れ
て

い
た
こ
と
で
す
。
プ
レ
ー
が
う
ま

く
な
る
だ
け
で
な
く
、
人
間
形
成

の
場
と
し
て
の
野
球
。
そ
う
い
う

野
球
を
目
指
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

川
上
さ
ん
の
印
象

　

川
上
さ
ん
は
と
て
も
謙
虚
な
方

で
し
た
。
球
場
を
造
る
話
を
す
る

と
、
い
つ
も
「
そ
こ
ま
で
し
な
く

て
い
い
よ
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
し

た
。
そ
う
は
言
っ
て
も
、
内
心
は

う
れ
し
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
球

場
完
成
時
は
一
人
で
来
ら
れ
ま
し

た
が
、
２
年
後
に
は
球
場
を
見
せ

る
た
め
奥
さ
ん
と
お
孫
さ
ん
を
連

れ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　

と
て
も
優
し
い
方
で
も
あ
り
ま

し
た
。
私
が
自
宅
を
訪
ね
る
と
、

人
吉
か
ら
わ
ざ
わ
ざ
来
て
く
れ
た

の
か
と
喜
ん
で
昔
話
を
し
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。
人
吉
の
こ
と
も
よ

く
覚
え
て
お
ら
れ
て
、
こ
ち
ら
か

ら
ア
ユ
を
送
っ
た
時
に
は
、
小
さ

い
こ
ろ
に
球
磨
川
で
ア
ユ
を
捕
っ

て
い
た
話
を
書
い
た
お
礼
状
を
い

た
だ
い
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

思
い
を
次
代
に
つ
な
ぐ

　

野
球
を
通
じ
た
青
少
年
の
育
成

は
川
上
さ
ん
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
で

し
た
。
そ
れ
を
実
現
す
る
場
所
が

川
上
哲
治
記
念
球
場
で
す
。
こ
れ

か
ら
も
川
上
さ
ん
の
遺
志
を
受
け

継
ぎ
、大
会
を
続
け
て
い
き
た
い
。

そ
し
て
、
偉
大
な
業
績
と
そ
の
思

い
を
次
代
に
語
り
継
い
で
い
き
た

い
。
そ
れ
が
私
た
ち
人
吉
市
民
の

役
割
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

少
年
た
ち
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

私
が
川
上
さ
ん
に
お
会
い
し
た

の
は
、
記
念
球
場
の
建
設
が
決

ま
っ
た
こ
ろ
。
川
上
さ
ん
の
記
念

コ
ー
ナ
ー
を
作
る
た
め
、
ユ
ニ

ホ
ー
ム
や
ト
ロ
フ
ィ
ー
な
ど
展
示

す
る
物
を
貸
し
て
く
だ
さ
い
と
お

願
い
に
行
っ
た
の
が
最
初
で
す
。

　

球
場
が
完
成
し
て
以
来
少
年
野

球
大
会
を
続
け
て
い
ま
す
が
、
５

年
ほ
ど
前
ま
で
は
毎
年
大
会
前
に

川
上
さ
ん
の
自
宅
を
訪
ね
、
少
年

た
ち
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
テ
ー
プ
に
録
音
し
、

開
会
式
で
流
し
た
ん
で
す
。

　

そ
の
中
で
川
上
さ
ん
が
言
わ
れ

て
い
た
の
は
、

①
基
本
を
身
に
つ
け
る
こ
と
。

②
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
大
事
に
す
る

こ
と
。

③
反
復
練
習
し
な
が
ら
、
工
夫
し

て
少
し
で
も
前
へ
進
む
こ
と
。

④
引
っ
込
み
思
案
で
は
な
く
、
積

極
的
に
や
っ
て
み
る
こ
と
。

⑤
野
球
を
や
り
な
が
ら
、
人
生
の

土
台
を
つ
く
る
こ
と
。

⑥
体
力
・
精
神
力
を
つ
け
将
来
へ

つ
な
げ
る
こ
と
。

　

ま
た
、印
象
深
か
っ
た
の
は「
野

球
を
や
っ
て
い
る
み
ん
な
は
体
を

鍛
え
て
い
て
強
い
の
だ
か
ら
、
い

じ
め
を
見
た
ら
体
を
張
っ
て
止
め

川上哲治記念事業実行委員会会長

岡本 光雄 さん

野球を通じ、川上さんが伝えたかったことは何でしょうか。川上さんと親交があった、川上哲治記念事業
実行委員会会長の岡本さんに話を聞きました。

神様からのメッセージ
川上さんが、指導者として選手たちに、そして人生の先輩と
して子どもたちに伝えたかったこと。それは野球の技術向上
よりも、もっと大切なことでした。

少
年
野
球
は

プ
ロ
野
球
と
は
違
う
。

勝
た
な
く
と
も
い
い
。

そ
れ
よ
り
も
勝
つ
た
め
に

「
努
力
」
す
る
過
程
が

も
っ
と
大
事
だ
。

　
「
報
恩
感
謝
」
と
い
う
言
葉
で
す
ね
。
一

野
球
選
手
で
あ
る
前
に
一
人
の
人
間
で
あ

れ
と
。「
野
球
が
で
き
る
環
境
に
感
謝
し

な
け
れ
ば
い
け
な
い
」
と
常
に
言
わ
れ
て

い
ま
し
た
。
私
が
巨
人
の
二
軍
監
督
を
し

て
い
た
時
も
選
手
に
言
い
続
け
ま
し
た
。 末次 利光さん金田 正一さん

V９戦士の心に今でも残る、川上さんの言葉

参考資料：川上哲治物語「打撃の神様」（市教育委員会）
　　　　　川上哲治の野球人生（川上哲治記念事業実行委員会）

　

私
は
「
甘
え
る
な　

お
ご
れ
る
な　

立

場
を
よ
ん
で　

信
頼
に
応
え
よ
」
と
い
う

言
葉
。
今
で
も
手
帳
に
書
い
て
い
ま
す
。

巨
人
の
Ｖ
９
始
ま
り
の
言
葉
で
す
ね
。
私

は
全
て
を
実
行
し
て
き
ま
し
た
よ
。

平
成
24
年
2
月
の
人
吉
市
制
施
行
70
周

年
記
念
特
別
対
談
で
、
川
上
さ
ん
に
つ

い
て
語
っ
た
巨
人
V
９
戦
士
の
お
二
人
。

「
忘
れ
ら
れ
な
い
川
上
さ
ん
の
言
葉

は
？
」
と
の
質
問
に
、
次
の
よ
う
に
答

え
ら
れ
ま
し
た
。

特　集　 
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広報ひとよしの歴史
市民の皆さんに伝わる広報紙を目指し何度もリニューアルを重ねている「広
報ひとよし」。その時代時代の「広報ひとよし」を振り返ります。

広
報
ひ
と
よ
し
第
１
号
の
発

行
は
、
昭
和
29
年
４
月
１

日
。
当
時
は
２
カ
月
か
ら
３
カ
月

に
１
回
の
不
定
期
発
行
で
、
美
濃

判
の
両
面
刷
り
を
回
覧
し
て
市
民

の
皆
さ
ん
に
読
ん
で
い
た
だ
い
て

い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
第
２
１
７
号
（
昭
和

56
年
４
月
20
日
発
行
）
か
ら
Ｂ
５

判
８
ペ
ー
ジ
の
冊
子
形
式
に
変
わ

り
、
現
在
の
よ
う
に
月
２
回
の
発

行
に
な
り
ま
し
た
。

　

現
在
も
連
載
し
て
い
る
コ
ー

ナ
ー「
話
題
を
お
っ
て
」が
始
ま
っ

た
の
は
第
２
４
７
号
（
昭
和
57
年

７
月
15
日
発
行
）
で
、
実
に
31
年

間
名
前
も
変
わ
ら
ず
現
在
ま
で
続

い
て
い
ま
す
。

　

平
成
９
年
に
は
、
Ｄ
Ｔ
Ｐ
ソ
フ

ト
（
編
集
用
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
）
を

導
入
し
、
そ
れ
ま
で
委
託
し
て
い

た
デ
ザ
イ
ン
や
編
集
も
市
職
員
が

行
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

第
８
９
０
号
（
平
成
21
年
５
月

１
日
発
行
）
か
ら
は
全
ペ
ー
ジ
フ

ル
カ
ラ
ー
（
１
日
号
の
み
）
に
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
。

　

熊
本
県
出
身
タ
レ
ン
ト
の
ス
ザ

ン
ヌ
さ
ん
が
表
紙
を
飾
っ
た
第

９
３
８
号
（
平
成
23
年
５
月
１
日

発
行
）
か
ら
現
在
の
ス
タ
イ
ル
に

な
り
、
毎
号
人
物
の
写
真
が
表
紙

に
。
特
集
に
も
力
を
入
れ
、
連
載

コ
ー
ナ
ー
も
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
な

が
ら
発
行
を
続
け
て
い
ま
す
。

第 385 号（S63.4.15 発行） 第 217 号（S56.4.20 発行） 第 25号（S34.11.1 発行）

第 617 号（H9.12.15 発行）第 730 号（H14.9.1 発行）

第 938 号（H23.5.1 発行）

第 890 号（H21.5.1 発行）

表紙の写真が、紙面の4分の3に。
タイトルロゴの文字も細くなる。

花火の写真を縦で使おうと、この
号から写真が表紙全面に。

少しずつリニューアルを重ね、この
号から全ページフルカラーに。

表紙がカラーになる。現在も続く
コーナー「話題をおって」も掲載。

冊子形式になる。表紙には行事の
写真が使われるように。

美
み の ば ん

濃判（Ｂ４判ほど）の一枚紙で
2カ月から 3カ月の不定期発行。

広報ひとよし 1000 号記念特集

～ 1000 の笑顔をつないで～

特集　～ 1000 の笑顔をつないで～

「広報ひとよし」が今号で 1000 号という大きな節目を迎えました。第 1号発行から 59年。
市民の皆さんに市政の取り組みや地域の話題などを伝えている「広報ひとよし」は、長い年
月をかけて何度もリニューアルを繰り返し、現在の形になりました。
1000 号を記念し、今回はこの「広報ひとよし」について紹介します。

現在の表紙。特集など紙面で取り上げた
人物をモデルにしている。
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「広報ひとよし」を読んでテープに録音し、視覚障がい
者の方へ届ける音声訳ボランティアは、35 年以上

前の昭和 50年代初めに始まりました。　
　現在、音声訳をされている人吉市音声訳ボランティア「さ
くらの会」のメンバーは 16人。活動は「広報ひとよし」の
音声訳が主で、ほかに「社協だより」や依頼があれば図書の
音訳もされています。同会では、より伝わるように発音や話
すスピードなどの研修も実施。また、視覚障がい者の方たち
の卓球大会やウォーキング大会などのレクリエーションに参
加され、交流も深められています。

声をお届け！「広報ひとよし」の音声訳ボランティア
視覚障がいの方のためにボランティアで「広報ひとよし」の音声訳テープを作られて
いる「さくらの会」を紹介します。

研修で講師の先生（最前列中央）と一緒に写る
さくらの会の皆さん

広報ひとよしが届くまで広報ひとよしの活用

広
報
編
集
室
か
ら

第
１
号
の
発
行
か
ら
少
し
ず

つ
進
化
し
て
き
た
「
広
報

ひ
と
よ
し
」
は
、
59
年
と
い
う
長

い
年
月
を
か
け
１
０
０
０
号
を
迎

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
こ

ま
で
続
い
て
い
る
の
は
、
話
題
作

り
や
取
材
に
協
力
し
て
い
た
だ

き
、
手
に
取
っ
て
読
ん
で
い
た
だ

く
市
民
の
皆
さ
ん
に
支
え
ら
れ
た

お
か
げ
で
す
。

　

１
０
０
０
号
分
の
笑
顔
を
つ
な

い
で
き
た
「
広
報
ひ
と
よ
し
」
は

来
年
の
４
月
１
日
で
60
歳
の
還

暦
。
こ
れ
か
ら
も
市
政
の
情
報
を

分
か
り
や
す
く
伝
え
る
こ
と
は
も

ち
ろ
ん
、皆
さ
ん
が
笑
顔
に
な
り
、

毎
月
の
発
行
を
楽
し
み
に
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
な
広
報
紙
を
目
指

し
ま
す
。

　

イ
ベ
ン
ト
で
カ
メ
ラ
を
持
っ
て

い
る
広
報
担
当
を
見
か
け
た
ら
、

ぜ
ひ
取
材
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
!!

多くの方の協力で完成する「広報ひとよし」。広報紙が皆さんの手元に届く
までを紹介します。

家庭に配られた「広報ひとよし」を学校の授業や各種団体の会議などに
活用していただくことがあります。ここでは、活用の様子を紹介します。

市
政
や
生
活
に
役
立
つ
情
報

を
各
家
庭
に
届
け
て
い
る

「
広
報
ひ
と
よ
し
」
で
す
が
、
学

校
や
各
種
団
体
の
会
議
な
ど
で
も

活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

中
原
小
学
校
の
６
年
生
は
、
国

語
の
授
業
で
「
広
報
ひ
と
よ
し
」

を
参
考
に
、
市
内
の
歴
史
や
観
光

の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
ま
し

た
。（
写
真
①
②
）　

　

市
内
事
業
所
の
経
営
者
も
多
く

所
属
す
る
人
吉
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ

ブ
の
例
会
で
は
、
ご
み
減
量
啓
発

記
事
を
活
用
し
、
各
事
業
所
の
ご

み
減
量
を
呼
び
か
け
ら
れ
ま
し

た
。（
写
真
③
）

　

市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
が
開
催

し
た
「
く
ら
し
安
心
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
推
進
員
養
成
講
座
」
で
は
、
現

在
も
連
載
し
て
い
る
「
は
い
、
こ

ち
ら
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
す
」

の
記
事
を
紹
介
し
ま
し
た
。（
写

真
④
）

　

ま
た
、
県
指
定
重
要
無
形
民
俗

文
化
財
の
ウ
ン
ス
ン
カ
ル
タ
が
残

る
鍛
冶
屋
町
通
り
に
は
、
ウ
ン
ス

ン
カ
ル
タ
の
遊
び
方
を
特
集
し
た

「
広
報
ひ
と
よ
し
」
が
掲
示
さ
れ

て
い
ま
す
。（
写
真
⑤
）

　

こ
の
ほ
か
に
も
学
校
や
各
種
団

体
で
「
広
報
ひ
と
よ
し
」
が
活
用

さ
れ
て
い
ま
す
。会
合
な
ど
で「
広

報
ひ
と
よ
し
」
を
利
用
さ
れ
る
と

き
は
、
市
総
務
課
秘
書
広
報
係
へ

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

特集や「話題をおって」の取材で市内
のイベントなどへ。インタビューや写
真撮影を行います。

印刷された広報紙はきれいな冊子にな
り、市役所に届きます。毎号 14,550
部を印刷しています。

各課からの情報や取材をもとに作った
文章と写真をパソコンで編集。レイア
ウトを考え、紙面をデザインします。

完成した原稿データを印刷業者に渡
し、試し刷りした紙面を確認。色合い
などの最終チェック後、印刷します。

市役所に届いた広報紙は、毎月 1日と
15 日に市職員が当番で各町内会長さ
ん宅へ届けます。

町内会長さん宅に届いた広報紙は町内
会の方が各家庭に配り、皆さんの手元
へ。しっかり読んでくださいね！

編集 取材印刷

完成
各町内へ

各家庭へ

問
合
せ 

市
総
務
課
秘
書
広
報
係

（
☎
㉒
２
１
１
１
内
線
２
２
０
８
）

特集　～ 1000 の笑顔をつないで～
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市
内
最
高
年
齢
者
と
し
て
市
が
認

定
し
た
高
津
シ
ズ
ノ
さ
ん
（
願
成
寺

町
）
の
自
宅
で
、
10
月
25
日
に
表
彰

状
と
認
定
証
の
授
与
式
を
行
い
ま
し

た
。
長
生
き
の
秘
訣
を
「
毎
朝
続
け

て
い
る
手
の
運
動
」
と
い
う
高
津
さ

ん
は
、
明
治
42
年
２
月
25
日
生
ま
れ

の
１
０
４
歳
。
高
津
さ
ん
の
趣
味
は

テ
レ
ビ
で
の
相
撲
観
戦
で
、
好
き
な

力
士
は
豊ほ

う
ま
し
ょ
う

真
将
関
。
取
組
で
勝
っ
た

と
き
は
手
を
叩
い
て
喜
ば
れ
る
と
の

こ
と
で
す
。

　

田
中
市
長
か
ら
「
人
吉
の
最
高
齢

者
と
し
て
ま
す
ま
す
長
生
き
し
て
く

だ
さ
い
」
と
高
津
さ
ん
に
認
定
証
が

渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
輝
け
！
子
ど
も
た
ち
」
を
テ
ー

マ
に
、
第
33
回
く
ま
も
と
子
育
て
ト

ー
ク
が
11
月
17
日
に
カ
ル
チ
ャ
ー
パ

レ
ス
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
漫
画
家

の
倉
田
真
由
美
さ
ん
が
「
く
ら
た
ま

流 

人
に
愛
さ
れ
る
子
を
育
て
る
〜

魔
法
の
ア
ド
バ
イ
ス
〜
」
と
題
し
講

演
。「
子
ど
も
と
信
頼
関
係
を
築
く

に
は
、
子
ど
も
の
良
い
と
こ
ろ
悪
い

と
こ
ろ
を
把
握
す
る
こ
と
が
大
切
。

相
手
を
正
し
く
知
る
こ
と
は
唯
一
そ

ば
に
い
る
人
が
で
き
る
こ
と
」
と
参

加
者
に
ア
ド
バ
イ
ス
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
な
ど
の

３
つ
の
分
科
会
も
あ
り
、
参
加
し
た

親
子
同
士
が
交
流
を
図
り
ま
し
た
。

市内最高齢者の高津シズノさん（左）と娘の幹子さん（中央）

自身の経験をもとに講演する倉田さん

　

貴
重
な
文
化
遺
産
で
あ
る
装
飾
古

墳
に
つ
い
て
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、

県
内
11
カ
所
に
あ
る
装
飾
古
墳
の
一

斉
公
開
が
10
月
26
・
27
日
に
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

26
日
は
、
城
本
町
に
あ
る
国
指
定

史
跡
の
大
村
横
穴
群
を
公
開
。
地
元

を
は
じ
め
、
神
奈
川
県
や
愛
知
県
な

ど
遠
方
か
ら
見
学
者
67
人
が
訪
れ
ま

し
た
。
常
駐
し
た
市
歴
史
遺
産
課
の

学
芸
員
が
、
古
墳
が
造
ら
れ
た
時
期

や
装
飾
を
施
し
た
理
由
な
ど
に
つ
い

て
説
明
を
行
う
と
、
見
学
者
は
質
問

を
し
た
り
古
墳
を
見
渡
し
た
り
と
興

味
津
々
。
同
古
墳
は
来
年
３
月
22
日

(土)
も
公
開
さ
れ
ま
す
。

大村横穴群を前に、学芸員の説明に耳を傾ける参加者

　

４
月
に
人
吉
准
看
護
学
院
に
入
学

し
、
基
礎
学
習
期
間
を
終
え
た
18

歳
か
ら
48
歳
ま
で
の
生
徒
35
人
の
戴

帽
式
が
、
11
月
８
日
に
同
学
院
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
生
徒
た
ち
は
ナ
ー
ス

キ
ャ
ッ
プ
を
か
ぶ
せ
て
も
ら
っ
た
後
、

ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
の
像
か
ら
ろ
う
そ

く
に
火
を
と
も
し
、
会
場
は
幻
想
的

な
雰
囲
気
に
。

　

戴
帽
者
を
代
表
し
て
出い
で
な
が永
寿と

し
み美
さ

ん
が
「
病
院
実
習
を
目
前
に
控
え
、

こ
の
戴
帽
式
を
よ
き
節
目
と
し
、
看

護
者
と
し
て
の
責
任
と
義
務
を
自

覚
し
看
護
の
精
神
を
引
き
継
い
で
い

く
」
と
誓
い
、
看
護
の
道
へ
進
む
決

意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

ろうそくの明かりで幻想的な雰囲気に包まれた

いつまでもお元気で
人吉市最高年齢者表彰・認定証授与式

子どもを正しく知ろう
第33回くまもと子育てトーク

決意を新たに看護の道へ
人吉准看護学院戴帽式

古代人に思いをはせて
熊本県内装飾古墳一斉公開

10月 1日～ 11月 30日

「観光客の皆さんへ心を込めたおもてなし」を合い言葉に始まったじゅぐりっと博覧会も今回で 9回目。
市内各地で民と官が一緒になって作り上げたさまざまなイベントが開催されました。

13

46

8

7

9

2

5

①約 100 年前の雰囲気で観光客を出迎えたノスタルジック人吉
②人吉市出身のチェリスト田中賢治さんの名曲コンサート。今回は
ゲストとして同市出身のヴィオリスト中竹英昭さんを迎えた

③テレビでも活躍中！　人吉市出身のマジシャンKiLa さんによる
マジック＆ディナーショー

④人吉城跡で開催予定だったが雨のため屋内で行われた野外コン
サート。屋内でも幻想的な音楽が楽しめた

⑤演奏や踊りで盛り上げた出水中央高等学校吹奏楽部の演奏会
⑥作家・前山光則さんと一緒に歌碑を巡った、ひとよし文学碑めぐり
⑦青井阿蘇神社の参集殿で開催された三遊亭遊馬さんの独演会
⑧歌に踊りに盛り上がったアマチュア歌手によるひとよし歌謡祭
⑨無料の人力車に乗って人吉城跡の紅葉をご案内

人
吉
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第
40
回
記
念
人
吉
文
化
祭
が
11
月

２
〜
４
日
の
３
日
間
、
カ
ル
チ
ャ
ー

パ
レ
ス
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
人
吉

文
化
協
会
会
員
に
よ
る
美
術
工
芸
作

品
や
生
け
花
、
盆
栽
な
ど
の
多
彩
な

展
示
の
ほ
か
、
大
正
琴
や
三
味
線
、

お
手
玉
、
五
目
並
べ
な
ど
の
無
料
体

験
コ
ー
ナ
ー
も
設
置
。
同
コ
ー
ナ
ー

で
は
、
訪
れ
た
人
が
真
剣
な
表
情
で

挑
戦
し
て
い
ま
し
た
。

　

３
日
に
行
わ
れ
た
舞
台
芸
術
祭
で

は
、
第
40
回
記
念
と
し
て
県
文
化
協

会
か
ら
の
ゲ
ス
ト
も
登
場
。
三
味
線

や
琴
、
唄
、
日
本
舞
踊
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
ス
テ
ー
ジ
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま

し
た
。

無料体験コーナーの大正琴に挑戦する参加者

　

熊
本
の
プ
ロ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

チ
ー
ム
・
熊
本
ヴ
ォ
ル
タ
ー
ズ
の
選

手
が
、
11
月
24
日
に
中
原
小
体
育
館

で
小
学
生
を
対
象
に
し
た
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
比ひ

る

き
留
木
謙
司
選
手
と
髙

田
慶
太
選
手
が
先
生
と
し
て
登
場
。

郡
市
内
外
か
ら
１
０
０
人
以
上
の
児

童
が
参
加
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
練
習
法

で
パ
ス
や
ド
リ
ブ
ル
な
ど
の
基
礎
を

学
び
ま
し
た
。　
　

　

同
チ
ー
ム
は
12
月
７
(土)
・
８
(日)
に

人
吉
ス
ポ
ー
ツ
パ
レ
ス
で
公
式
戦
に

出
場
。
問
い
合
わ
せ
は
ヴ
ォ
ル
タ
ー

ズ
チ
ケ
ッ
ト
事
務
所
（
☎
０
９
６
―

２
２
１
―
２
９
４
４
）
ま
で
。

ドリブルのお手本を見せる髙田選手と解説する比留木選手

人吉の芸術と文化に触れる
第40回記念人吉文化祭

プロバスケ選手がお手本
トリコロールキャラバンin人吉

　

第
９
回
人
吉
市
消
防
操
法
大
会
が
、

11
月
17
日
に
ふ
る
さ
と
歴
史
の
広
場

で
開
か
れ
、
市
内
21
部
の
団
員
た
ち

が
訓
練
の
成
果
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

競
技
は
４
人
１
組
で
、
小
型
ポ
ン

プ
の
エ
ン
ジ
ン
を
始
動
し
て
３
本
の

ホ
ー
ス
を
連
結
し
、
約
60
㍍
先
の
火

点
に
向
か
っ
て
放
水
す
る
動
き
や
規

律
、
タ
イ
ム
を
競
う
も
の
。
見
事
優

勝
し
た
の
は
第
６
分
団
第
１
部
（
東

間
上
・
下
）
で
、
同
部
は
来
年
８
月

に
本
市
で
開
催
予
定
の
県
大
会
に
出

場
し
ま
す
。
競
技
終
了
後
は
、
消
防

団
活
動
に
積
極
的
に
協
力
し
て
い
る

消
防
団
協
力
事
業
所
に
対
し
、
認
定

証
交
付
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

仲間の団員や地域住民に見守られて競技を行う選手

　

ふ
る
さ
と
の
歴
史
や
文
化
を
学
ぶ

授
業
で
球
磨
川
下
り
に
つ
い
て
勉
強

し
て
い
た
人
吉
西
小
の
５
年
生
が
、

11
月
13
日
に
球
磨
川
下
り
を
体
験

し
、そ
の
魅
力
を
肌
で
感
じ
ま
し
た
。

　

こ
の
体
験
は
、
10
月
末
に
同
小
で

あ
っ
た
授
業
で
講
師
を
務
め
た
く
ま

川
下
り
株
式
会
社
の
井
上
社
長
が
、

「
知
識
だ
け
で
な
く
体
験
も
」
と
児

童
を
招
待
し
た
も
の
で
す
。
ほ
と
ん

ど
の
児
童
が
球
磨
川
下
り
初
体
験
で

し
た
が
、
人
吉
城
跡
前
で
は
船
頭
さ

ん
に
手
ほ
ど
き
を
受
け
な
が
ら
、
一

人
一
人
が
櫓ろ

こ
ぎ
に
挑
戦
。
そ
の
後

は
く
ま
が
わ
荘
近
く
ま
で
の
川
下
り

を
楽
し
み
ま
し
た
。　
　

「なかなか筋がいい」と褒められる子どもも

火点に向かって全力疾走！
第９回人吉市消防操法大会

ぼくもわたしも船頭さん気分
球磨川下り体験学習 　

郷
土
の
偉
人
・
犬
童
球
渓
先
生
の

顕
彰
音
楽
祭
が
カ
ル
チ
ャ
ー
パ
レ
ス

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
11
月
８
日
の

碑
前
祭
で
幕
を
開
け
、
学
校
発
表
会

で
は
人
吉
球
磨
の
児
童
・
生
徒
が
歌

や
演
奏
を
発
表
。
翌
９
日
は
個
人
コ

ン
ク
ー
ル
本
選
が
あ
り
ま
し
た
。

　

24
日
に
は
、
音
楽
祭
を
締
め
く
く

る
「
音
楽
の
夕
べ
」
を
開
催
。
個
人

コ
ン
ク
ー
ル
受
賞
児
童
２
人
が
ピ
ア

ノ
演
奏
を
発
表
し
、「
犬
童
球
渓
合

唱
団
」
が
民
謡
や
名
曲
を
披
露
。
第

二
部
に
は
津
軽
三
味
線
奏
者
の
髙た

か
さ
き﨑

裕ひ
ろ

士し

さ
ん
が
登
場
し
、
古
典
か
ら

ポ
ッ
プ
ス
ま
で
躍
動
感
あ
ふ
れ
る
ス

テ
ー
ジ
で
会
場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

髙﨑さんは太鼓や尺八と三味線が融合したステージを披露

球渓先生像の前で碑前祭球渓賞受賞者の発表

犬童球渓合唱団による合唱

学校発表会で歌を発表する市内小学校の児童たち

ふけゆく秋の夜に音楽響く　第67回犬童球渓顕彰音楽祭

　

秋
の
収
穫
を
祝
う
ひ
と
よ
し
産
業

祭
が
、
11
月
９
・
10
日
の
２
日
間
、

ふ
る
さ
と
歴
史
の
広
場
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
今
年
も
食
や
物
産
の
コ
ー

ナ
ー
に
は
、
人
吉
の
お
い
し
い
も
の

や
工
芸
品
が
ず
ら
り
。
北
海
道
小
樽

市
の
ホ
タ
テ
や
、本
市
の
友
好
都
市
・

静
岡
県
牧
之
原
市
の
お
茶
な
ど
も
人

気
を
集
め
て
い
ま
し
た
。

　

ス
テ
ー
ジ
で
は
人
吉
出
身
の
シ
ン

ガ
ー
・
Ｔト

モ

コ

Ｏ
Ｍ
Ｏ
Ｋ
Ｏ
さ
ん
ラ
イ
ブ

を
は
じ
め
、
地
元
の
愛
好
家
な
ど
に

よ
る
歌
や
踊
り
で
盛
り
上
が
り
、
毎

年
恒
例
の
景
品
付
き
も
ち
な
げ
が
始

ま
る
と
多
く
の
人
が
詰
め
か
け
て
い

ま
し
た
。

球磨工業高校のロボットコーナーは子どもに大人気

ナニコレ？劇団のショー

今年も大いににぎわった景品付きもちなげ

人吉の味覚と手仕事が一同に　第64回ひとよし産業祭

TOMOKOさんのライブ

物産コーナーがずらり
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　平成 25年分から平成 49年分までの各年分について、所得税とあわせて復興特別所得税の
申告、納付行うことになっています。
　復興特別所得税の額は、各年分の基準所得税額（原則として、その年分の所得税額）に 2.1
㌫の税率を掛けた金額です。
　詳しくは国税庁ホームページ（http://www.nta.go.jp）の「個人の方に係る復興特別所得
税のあらまし」をご覧いただくか、人吉税務署までお問い合わせください。

税を考える週間 作品  入賞者紹介
　11月11日～ 17日は、全国一斉の「税を考える週間」でした。これにちなんで、小・中学生、高校生から応
募があった税に関する作品の中から、優秀作品の表彰がありました。
　その中で、小学生の部「習字」の作品と、市内中学生の入賞者氏名を紹介します。（敬称略）
問合せ　市税務課諸税係（☎２２－２１１１内線１１７６）

人吉東小６年　徳
とくずみ

澄 晶
あきら

人吉球磨地区税務関係
団体長連絡協議会長賞

東間小６年　小
こまつ

松 茉
ま こ

子

人吉市長賞人吉球磨地区租税教育
推進協議会長賞

西瀬小６年　竹
たけだ

田 夢
ゆ な

渚

熊本県納税貯蓄組合連合会長賞
人吉一中３年　横

よこみぞ

溝　香
か な

奈
熊本県納税貯蓄組合連合会優秀賞
人吉一中１年　平

ひらかわ

川　智
ちあ き

晶
人吉球磨地区納税貯蓄組合連合会長賞

人吉一中２年　石
いしくら

藏　昌
まさ や

也

人吉球磨地区租税教育推進協議会長賞
人吉二中３年　永

ながた

田　虎
とらひろ

大
人吉税務署長賞

人吉二中１年　西
にし

　理
り る

琉
人吉間税会長賞

人吉二中３年　蓑
みのも

毛　明
あ す か

日香

中学生の部「作文」中学生の部「標語」

人吉税務署からのお知らせ

問合せ　市税務課諸税係（☎２２－２１１１内線１１７６） 問合せ　人吉税務署（☎２３－２３１１）※自動音声案内 の後「２」を選択

　平成 26年１月から、記帳・帳簿などの保存制度の対象となる方が拡大されます。事業所得、
不動産所得、山林所得が発生する業務を行う全ての方（所得税の申告が必要ない方も含まれま
す）が、売上げなどの収入金額、仕入れや経費に関する金額などを帳簿に記載し、その帳簿や
取り引きについて請求書・領収書などの書類を保存する必要があります。
　制度の詳細については、国税庁ホームページ（http://www.nta.go.jp）の「個人で事業を行っ
ている方の帳簿の記載・記録の保存について」をご覧いただくか、人吉税務署の所得税担当ま
でお問い合わせください。

　「東日本大震災からの復興に関し地方公共団体が実施する防災のための施策に必要な財源の確保に係
る地方税の臨時特例に関する法律」の施行に伴い、地方公共団体が実施する防災事業に必要な財源を
確保するため、平成 26 年度から平成 35 年度までの 10 年間、市民税・県民税の均等割額それぞれに
500 円が加算されることとなりました。

平成 26年度市民税・県民税均等割額の改正

Tax Information Tax Information

　12月は給与所得の年末調整の月です。通常、毎月の給与などから源泉徴収された所得
税の1年間の合計額と、その年の給与総額に対する年税額とは一致しません。この一致し
ない過不足分を精算する手続きを「年末調整」といいます。ほとんどの給与所得者は年
末調整をすることで、その年の納税を完了することになります。そのために勤務先に扶
養親族や保険料などについて正しく申告を行いましょう。詳しくは人吉税務署の所得税
担当までお問い合わせください。

市民税・県民税の均等割額
年　　度 市民税 県民税

平成 25年度まで ３，０００円 １，５００円
平成 26年度～ 35年度 ３，５００円 ２，０００円

平成 26 年 1月から記帳・帳簿などの保存制度の
対象者が拡大されます

平成25年分から、所得税とあわせて復興特別所得税を
申告・納付する必要があります

給与所得者の年末調整
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八代 段 坂本 葉木 鎌瀬 瀬戸石 海路 吉尾 白石 球泉洞

植
村

栗
野

吉
松

真
幸

矢
岳

大
畑

人
吉

西
人
吉

渡

那
良
口

霧
島
温
泉

嘉
例
川

中
福
良

表
木
山

日
当
山

隼
人

一勝地

大
隅
横
川

世 界 遺 産 へ世 界 遺 産 へ
肥薩線、世界遺産への道―。肥薩線、世界遺産への道―。

大隅横川駅

vol.16

地域の宝・肥薩線を世界へ―。
100年の歴史を持つ肥薩線の鉄道遺産を紹介します。

市自治振興課肥薩線世界遺産推進室（☎22-2111内線2221）

D51復活運行に向けた署名にご協力ください！詳しくはこちら→　肥薩線を未来へつなぐ協議会ホームページ　http://www.hisatsusen.com/

　

肥
薩
線
の
下
り
列
車
は
、
鹿
児

島
県
湧
水
町
の
吉
松
駅
・
栗
野
駅

を
経
て
霧
島
市
横
川
町
に
あ
る

大お
お
す
み隅
横よ
こ
が
わ川
駅
に
入
り
ま
す
。
駅
構

内
は
近
年
駐
車
場
や
公
園
が
整
備

さ
れ
、
そ
の
中
心
に
郷
愁
を
誘
う

木
造
駅
舎
が
た
た
ず
ん
で
い
ま

す
。駅
の
開
業
は
鹿
児
島
本
線（
当

時
）
国
分
（
現
・
隼
人
）
〜
横
川

間
が
開
通
し
た
明
治
36
年
１
月
15

日
。そ
の
時
の
駅
名
は「
横
川
」で
、

大
正
９
年
に
現
在
の
駅
名
に
変
更

さ
れ
ま
し
た
。
霧
島
市
に
あ
る
も

う
一
つ
の
木
造
駅
舎
「
嘉か
れ
い
が
わ

例
川

駅
」
同
様
に
百
年
を
超
す
歴
史
を

持
ち
、
平
成
18
年
10
月
18
日
に
は

国
の
登
録
有
形
文
化
財
に
な
り
ま

し
た
。
開
業
当
初
の
姿
を
残
す
木

造
駅
舎
と
し
て
は
大お

こ
ば畑
駅
、
矢
岳

駅
、真ま

さ
き幸
駅
な
ど
も
あ
り
ま
す
が
、

大
隅
横
川
駅
や
嘉
例
川
駅
が
ほ
か

と
違
う
と
こ
ろ
は
、
駅
舎
を
所
有

す
る
の
が
Ｊ
Ｒ
九
州
で
は
な
く
地

元
自
治
体
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

木
造
平
屋
建
て
、
桟さ

ん
が
わ
ら
ぶ

瓦
葺
き
の

切き
り
づ
ま妻
屋
根
、
梁は

り
ま間
四
間
、
桁け

た

行ゆ
き

十

間
で
、
正
面
右
側
半
分
が
待
合

室
、
左
側
が
駅
事
務
所
や
宿
直
室

で
す
。
こ
れ
ら
は
肥
薩
線
の
木
造

駅
舎
に
共
通
し
た
構
造
で
、
統
一

的
な
規
定
に
よ
り
肥
薩
線
の
駅
舎

群
が
建
設
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
り

ま
す
。
ホ
ー
ム
の
柱
に
は
第
二
次

世
界
大
戦
時
の
機
銃
掃
射
に
よ
る

弾
跡
が
今
で
も
残
り
、
戦
争
遺
産

と
い
う
側
面
も
持
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
無
人
駅
で
す
が
、
明
治

44
年
９
月
に
作
成
さ
れ
た
「
駅
勢

一
覧　

鹿
児
島
線
之
二
」
に
よ
れ

ば
９
人
が
従
事
し
、
生
産
貨
物
表

に
は
金
・
銀
と
い
う
ほ
か
の
肥
薩

線
の
駅
に
は
な
い
記
述
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
は
周
辺
に
山や
ま
が
の

ヶ
野
金
山

が
あ
っ
た
た
め
で
、
田た

や
ま
か
た
い

山
花
袋
の

紀
行
文
『
日
本
一
周
』
で
も
金
山

の
こ
と
や
当
時
の
駅
の
に
ぎ
わ
い

が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

近
年
で
は
、
駅
構
内
で
平
和
コ

ン
サ
ー
ト
を
継
続
し
て
実
施
す
る

な
ど
、
文
化
財
と
な
っ
た
駅
舎
一

帯
を
積
極
的
に
活
用
し
た
催
し
も

開
か
れ
て
い
ま
す
。

戦
争
の
爪
痕
を
残
す

木
造
駅
舎

東校区の民生委員・児童委員
田町・上原町・富ヶ尾町・麓町・
中城町・原城町 川

かわうち

内 敏
としつぐ

次

南町・寺町 緒
おがた

方 節
せつ こ

子
土手町・灰久保町 田

たなか

中 勝
かつ よ

代
老神町・新町 淋

そそぎ

　 美
み ち よ

知代
七日町・二日町 田

た べ

部 定
さだ し

志
五日町・九日町 ★
鍛冶屋町・大工町 郡

こおりやま

山 慶
けい こ

子
紺屋町 渕

ふちき

木 桂
けい こ

子
上新町・下新町 宮

みやた

田 正
まさのぶ

信

北願成寺町
小
おがわ

川 明
あきのり

則、尾
おが た

方　 節
せつ

、
井
いのうえ

上 史
ふみ よ

代、大
おお て

手 和
かず こ

子、
川
かわばた

畑 君
きみ こ

子
南願成寺町 須

す え

恵 弘
ひろ こ

子
南泉田町 坂

さかぐち

口 真
ま ち こ

智子、★
北泉田町 久

く ぼ た

保田 啓
けい こ

子、宮
みやさか

坂 香
か よ こ

代子

鬼木町 田
たぐち

口 俊
としひこ

彦、谷
たにがわ

川 公
きみのり

則、
福
ふく だ

田 セツ子、吉
よしだ

田 トシ子
主任児童委員 苧

おぞの

園　敦
あつこ

子、木
きむら

村 惠
けい こ

子

東間・大塚校区の民生委員・児童委員
西間上町 栁

やなせ

瀬 兼
かね お

雄、尾
おが た

方 
くにひろ

寛

西間下町 平
ひらの

野 一
かず め

女、山
やました

下 峯
みねあき

右、
原
はら だ

田   始
はじめ

、川
かわなべ

邊 俊
としはる

治
東間上町 東

ひがし

　 臣
おみ と

人
東間下町 片

かたやま

山 輝
てる お

生
蓑野町 田

たなか

中 紀
のり こ

子
古仏頂町 源

げじま

嶋 正
まさ と

人
木地屋町 小

こくら

倉 たみえ
東大塚町・東大塚町桑木津留・西大塚町 寺

てら だ

田 じゅん
田野町・西大塚町高仁田 前

まえだ

田 一
かずひろ

洋
浪床町 宮

みやざき

﨑 眞
ま ち こ

智子
七地町 平

ひらやま

山 公
きみ と

人
蟹作町 浦

うらの

野 員
かず お

生
赤池原町・赤池水無町・赤池水無町外園 赤

あかいけ

池 政
まさのり

憲
東漆田町・上漆田町・下漆田町 赤

あかいけ

池 敏
としのり

典
上田代町・下田代町 今

いまだ

田 美
み ち こ

智子
大畑町・大畑町柴笠 桑

くわはら

原 敦
あつ こ

子
大畑麓町・大畑麓町小川内 上

うえの

野 洋
よう こ

子
大野町 中

なかむら

村 紀
き み よ

美代
矢岳町 北

きたやま

山 加
かいちろう

一郎
主任児童委員 佐

さ む た

無田 啓
けい こ

子、神
こうのせ

瀬 芳
よし え

江

西瀬・中原校区の民生委員・児童委員
宝来町 橋

はしもと

本 敏
とし こ

子
相良町 柿

かきもと

本 和
かず こ

子
上薩摩瀬町 岡

おか

　ハル子
下薩摩瀬町 丸

まるやま

山 安
やす こ

子、福
ふくやま

山 ヒロ子
下城本町 大

おおいわ

岩 和
かず お

夫、湯
ゆも と

本 照
てる こ

子
矢黒町 北

きたじま

島 祐
ゆう こ

子
上永野町・下永野町 元

もとだ

田 和
かず こ

子
上戸越町 河

かわづ

津 博
ひろ し

司
下戸越町 ど い

肥 武
ふ じ お

士雄、原
はら

  てるみ
鹿目町・中神町段山 白

しらき

木 喜
き く お

久男
上林町一区・二区 越

こしがえ

替 郁
いく こ

子
中林町 樫

かしもと

本 美
み つ こ

津子
下林町二区・前村 大

おおせ

瀬 彦
ひこいち

一
下林町仮屋・温泉町 鈴

すずき

木 節
せつ こ

子

中神町段・馬場・城本 松
まつもと

本 美
よし こ

子、和
わ だ

田 惠
けい こ

子、
林
はやし

  美
み ほ こ

穂子
中神町大柿・小柿 山

やまがみ

上 悦
えつ こ

子
下原田町荒毛・上野・羽田 橋

はしもと

本 省
せい こ

子、荒
あら け

毛 英
えい こ

子
下原田町堀・嵯峨里 尾

おがた

方 美
み ち よ

千代
下原田町瓜生田・西門 那

な す

須 純
じゅんこ

子
上原田町上原・尾崎・菖蒲 菖

しょうぶ

蒲 幸
さち こ

子
上原田町牛塚・馬草野・尾曲 牛

うしづか

塚 孝
たか こ

子
主任児童委員 武

たけい

井 京
きょうこ

子、筌
うけ ば

場 美
み よ こ

代子
※★がついた区域は、現在候補者を選任中です。

西校区の民生委員・児童委員

鶴田町 犬
いんどう

童 紀
き く こ

久子、中
なかがわ

川 チヅ子、
麦
むぎしま

島 治
はる よ

代
駒井田町 平

ひらみち

道 徳
のりちか

親、★
城本町 岩

いわき

城 フミ子、浦
うらの

野 忠
ただゆき

幸

瓦屋町 帖
ちょうさ

佐 明
あけ み

美、米
よね だ

田 喜
き よ と

代人、
★、★、★

井ノ口町・合ノ原町 久
ひさもと

本 久
きゅうご

吾、横
よこたに

谷 ヤス子
上青井町 魚

うおがえし

返 安
やす こ

子
中青井町 髙

たかぎ

木 敏
とし え

江
下青井町 吉

よしむら

村 敏
とし こ

子、中
なか の

野 富
ふ み こ

美子
主任児童委員 月

つきあし

足　 眞
まこと

、有
あり ま

馬 チエ

　民生委員は、厚生労働大臣の委嘱を受け、それぞれの地域で住民からの相談に乗り、必要な援助を行うなど、社会福祉の増
進に努める特別職の地方公務員（非常勤）です。また、児童委員も兼ねていて、地域の子どもたちが元気に安心して暮らせる
ように見守りや、子育ての不安、妊娠中の心配ごとの相談・支援などを行います。
　日常生活の心配ごとのほか、子どもに関する相談などありましたら、お住まいの地域の民生委員にお尋ねください。
任期　12月１日～平成 28年 11月 30 日（３年間）

問合せ　市福祉課福祉政策係
　　　　(☎２２－２１１１内線 1141・1142)
　　　　市社会福祉協議会（☎２４－９１９２）

あなたの町の民生委員・児童委員を紹介します

▲

第
二
次
世
界
大
戦
時
の
機
銃
掃
射
に

よ
る
弾
跡
が
残
る
ホ
ー
ム
の
柱
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12
月
の
行
事
カ
レ
ン
ダ
ー

１
㈰
歳
末
た
す
け
あ
い
演
芸
会
（
CP
）

２
㈪
広
報
配
布

３
㈫

4
㈬
下
水
道
計
画
変
更
に
つ
い
て
の
説

明
会
（
東
西
コ
ミ
セ
ン
）、
防
災
実

働
訓
練
（
人
吉
市
、
球
磨
村
）

５
㈭

６
㈮

７
㈯

８
㈰
人
吉
駅
伝
大
会
（
西
瀬
小
）、
図

書
館
ク
リ
ス
マ
ス
お
楽
し
み
会

（
CP
）

９
㈪

10
㈫

11
㈬

12
㈭

13
㈮

14
㈯

15
㈰

16
㈪
広
報
配
布

17
㈫

18
㈬

19
㈭

20
㈮

21
㈯

22
㈰

23
㈪
天
皇
誕
生
日
、
中
孝
介
ス
ペ
シ
ャ

ル
コ
ン
サ
ー
ト
IN
人
吉
（
CP
）

24
㈫

25
㈬

26
㈭

27
㈮
官
公
署
仕
事
納
め

28
㈯
年
末
特
別
警
戒
（
〜
30
日
）

29
㈰

30
㈪

31
㈫
大
晦
日

※CP：カルチャーパレス、SP：スポーツパレス

情報ひろば
あなたの暮らしに役立つ情報をお届けします

市役所（代表） ☎22－２１１１
カルチャーパレス ☎24－３３１１ スポーツパレス ☎22－１６８８ 水 道 局 ☎22－５４９７
保 健 セ ン タ ー ☎24－８４２０ 石 野 公 園 ☎22－６７００ 人吉城歴史館 ☎22－２３２４

お
知
ら
せ

農
業
委
員
会
選
挙
人
名
簿
へ
の

登
録
申
請
を
お
忘
れ
な
く

「
お
出
か
け
九
ち
ゃ
ん
」
へ

遊
び
に
来
ま
せ
ん
か
？

農
地
が
10
ア
ー
ル
か
ら

買
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
！

「
平
和
の
礎
」
の

追
加
刻
銘
を
行
い
ま
す

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

冬
の
新
番
組

　

平
成
26
年
1
月
1
日
現
在
で
農

業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
を
作

成
し
ま
す
。
次
に
当
て
は
ま
る
方

は
登
載
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記

入
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

申
請
書
は
12
月
中
に
農
家
振
興

組
合
長
な
ど
を
通
じ
て
配
布
す
る

ほ
か
、
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務

局
、
市
農
業
委
員
会
事
務
局
に
も

備
え
て
あ
り
ま
す
。

当
て
は
ま
る
方　

市
内
に
住
所
が

あ
り
、年
齢
が
20
歳
以
上
の
方（
平

成
６
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
方
）
で
、
次
の
要
件
に
当
て
は

ま
る
方

①
10
㌃
以
上
の
農
地
を
耕
作
し
て

い
る
方
（
業
務
を
含
む
）

② 

①
の
同
居
親
族
ま
た
は
そ
の

配
偶
者
（
と
も
に
耕
作
に
従
事

す
る
日
数
が
年
間
お
お
む
ね
60

日
以
上
の
方
）

③
10
㌃
以
上
の
農
地
を
耕
作
し
て

い
る
農
業
生
産
法
人
（
業
務
を

含
む
）

提
出
期
限　

平
成
26
年
1
月
10
日

㈮提
出
先　

市
農
業
委
員
会
事
務
局

問
合
せ　

市
選
挙
管
理
委
員
会
事

務
局

　

九
ち
ゃ
ん
ク
ラ
ブ
「
ふ
れ
あ
い

広
場
」
が
あ
な
た
の
ま
ち
へ
出
張

し
ま
す
。
子
育
て
中
の
皆
さ
ん
、

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

期
日　

12
月
10
日
㈫

時
間　

午
前
10
時
30
分
〜
正
午

場
所　

修
成
館
（
瓦
屋
町
）

テ
ー
マ　

ク
リ
ス
マ
ス
を
楽
し
も

う
！
（
瓦
屋
町
縁
側
事
業
に
お

じ
ゃ
ま
し
ま
す
）

対
象　

お
お
む
ね
3
歳
未
満
の
乳

幼
児
と
そ
の
保
護
者

※
12
月
６
日
㈮
ま
で
に
電
話
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ　

ほ
っ
と
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
九
ち
ゃ
ん
ク
ラ
ブ
（
☎

９
５
６
６
）

　

農
地
法
で
は
、
農
地
の
売
買
・

贈
与
・
貸
借
は
原
則
と
し
て
経
営

面
積
が
50
㌃
以
上
と
な
っ
て
い
ま

し
た
が
、農
地
法
の
改
正
に
よ
り
、

農
業
委
員
会
の
判
断
で
「
別
段
の

面
積
」
を
設
定
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　

こ
の
改
正
を
受
け
、
市
農
業
委

員
会
は
、
農
地
の
別
段
の
面
積
を

10
㌃
（
千
平
方
㍍
）
に
設
定
し
ま

し
た
（
農
用
地
区
域
内
を
除
く
。

取
得
後
は
５
年
間
の
耕
作
が
条

　

沖
縄
県
糸
満
市
に
あ
る
「
平
和

の
礎い

し
じ」
は
、
沖
縄
戦
で
亡
く
な
ら

れ
た
戦
没
者
の
氏
名
を
刻
ん
だ
記

念
碑
で
す
。

　

平
成
26
年
度
の
戦
没
者
の
追
加

刻
銘
、
刻
銘
の
修
正
・
削
除
を
実

施
し
ま
す
の
で
、
希
望
さ
れ
る
ご

遺
族
の
方
は
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。

申
込
期
限　

12
月
13
日
㈮

　

12
月
５
日
㈭
か
ら
冬
の
新
番
組

「
め
ざ
せ
！
宇
宙
飛
行
士
〜
聡
一

君
の
夢
旅
行
〜
」を
投
影
し
ま
す
。

あ
ら
す
じ　

秘
密
基
地
で
宇
宙
飛

行
士
に
な
り
た
い
と
犬
の
プ
ロ
キ

オ
ン
に
語
る
聡
一
。
す
る
と
プ
ロ

キ
オ
ン
は
洞
窟
の
奥
へ
入
っ
て
い

く
。
追
い
か
け
て
い
く
と
、
そ
こ

は
宇
宙
船
内
。
聡
一
は
「
銀
河
宇

宙
飛
行
士
」
の
最
終
訓
練
を
受
け

る
こ
と
に
…
…
。

投
影
時
間

火
・
木
＝
午
後
２
時
〜

「
イ
ク
メ
ン
講
座
」
で

子
育
て
力
ア
ッ
プ
！

働
く
人
の
パ
ソ
コ
ン
講
座

初
級
編

　

お
父
さ
ん
の
た
め
の
子
育
て
講

座
で
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ

い
！

内
容　

イ
ク
メ
ン
講
座
「
子
ど
も

の
発
達
と
あ
そ
び
」　

講
師
：
有

田 

百
合
氏

期
日　

12
月
15
日
㈰

時
間　

午
前
10
時
〜
正
午

場
所　

ほ
っ
と
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
九

ち
ゃ
ん
ク
ラ
ブ（
九
日
町
16
番
地
）

対
象
者　

０
〜
５
歳
の
乳
幼
児
の

父
親
・
祖
父
・
祖
母

定
員　

10
組
程
度
（
要
予
約
）

申
込
・
問
合
せ　

ほ
っ
と
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
九
ち
ゃ
ん
ク
ラ
ブ
（
☎

９
５
６
６
）

内
容　

○
ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
の
基
礎
操

作
○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
電
子
メ
ー

ル
・
デ
ジ
カ
メ
の
基
本
操
作

日
程　

平
成
26
年
１
月
18
日
〜
3

月
29
日
の
毎
週
土
曜
日
（
３
月
22

日
を
除
く
全
10
回
）

時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

（
６
日
間
）、
午
前
９
時
〜
午
後
４

時
30
分
（
４
日
間
）

場
所　

人
吉
球
磨
能
力
開
発
セ
ン

タ
ー

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

受
講
料　

１
万
円
（
教
科
書
代

２
千
円
別
途
）

申
込
締
切　

平
成
26
年
１
月
10
日

㈮申
込
・
問
合
せ　

職
業
訓
練
法
人

人
吉
球
磨
能
力
開
発
セ
ン
タ
ー

（
☎
㉒
２
４
７
５
）

講
座
・
教
室

　あたたかいお正月を迎えていただくために、今年
度も「歳末たすけあい見舞金」をお届けします。対
象となる方は12月17日㈫までにお住まいの町内の
民生委員・児童委員さんへご連絡ください。
対象者　①寝たきり高齢者介護世帯

　在宅で３カ月以上寝たきりの状態で、食
事・入浴・排便の介助が必要な高齢者を
介護している世帯

②交通遺児・労働災害遺児
　満18歳未満の子どもがいる世帯
③認知症高齢者介護世帯
　在宅で認知症高齢者を介護している世帯

※在宅で生活している方に限ります。入院・入所中
の方は対象になりません。
問合せ　市社会福祉協議会（☎２４－９１９２）

歳末たすけあい見舞金を
お届けします

件
）。
こ
の
改
正
は
、
平
成
26
年

４
月
１
日
か
ら
施
行
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
合
せ　

市
農
業
委
員
会
事
務
局

申
込
・
問
合
せ　

市
福
祉
課
福
祉

政
策
係

土
日
・
祝
日
＝
午
前
11
時
〜
、

　
　
　
　
　
　

午
後
2
時
〜

※
番
組
入
れ
替
え
作
業
の
た
め
、

12
月
３
日
㈫
の
投
影
は
行
い
ま
せ

ん
。

料
金　

大　
　

人
＝
２
１
０
円

　
　
　

小
中
学
生
＝
１
０
０
円

　
　
　

未
就
学
児
＝
無
料

※
団
体
投
影
に
つ
い
て
は
事
前
予

約
が
必
要
で
す
。

問
合
せ　

カ
ル
チ
ャ
ー
パ
レ
ス

相　
　

談

消
費
生
活
な
ん
で
も
相
談
会

（
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
相
談
会
）

特
設
人
権
相
談
所

　

仕
事
や
生
活
に
関
す
る
相
談
、

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
就
労
相
談
、
臨

床
心
理
士
に
よ
る
心
の
相
談
、
行

政
相
談
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
お
困
り

ご
と
に
対
応
す
る
相
談
会
を
開
催

　

人
権
問
題
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ

ま
な
問
題
に
つ
い
て
相
談
に
応
じ

ま
す
。
相
談
は
無
料
。
秘
密
は
固

く
守
ら
れ
ま
す
。

期
日　

12
月
４
日
㈬

時
間　

午
前
９
時
〜
正
午

場
所　

東
間
コ
ミ
セ
ン

問
合
せ　

熊
本
地
方
法
務
局
人
吉

支
局
（
☎
㉒
３
３
９
３
）

結
婚
し
た
方
に
麻
し
ん
風
し
ん

混
合
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
の

無
料
ク
ー
ポ
ン
券
を
送
り
ま
す

　

市
は
、
先
天
性
風
し
ん
症
候
群

防
止
の
た
め
に
、
麻
し
ん
風
し
ん

混
合
ワ
ク
チ
ン
任
意
予
防
接
種
の

無
料
ク
ー
ポ
ン
券
を
発
行
し
て
い

ま
す
。

健　
　

康

愛
の
献
血
♥

◆
12
月
19
日
㈭

【
ト
ヨ
タ
カ
ロ
ー
ラ
人
吉
店
】

・
午
前
９
時
〜
正
午

【
人
吉
総
合
病
院
】

・
午
後
１
時
30
分
〜
４
時

◆
12
月
20
日
㈮

【
人
吉
警
察
署
】

・
午
前
９
時
〜
正
午

【
球
磨
病
院
駐
車
場
】

・
午
後
１
時
30
分
〜
４
時

◆
12
月
24
日
㈫

【
球
磨
地
域
振
興
局
】

・
午
前
10
時
〜
正
午

・
午
後
１
時
〜
４
時

問
合
せ　

市
保
健
セ
ン
タ
ー
健
康

増
進
係

し
ま
す
。

期
日　

12
月
24
日
㈫

時
間　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

場
所　

市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

相
談
員　

弁
護
士
、
司
法
書
士
、

臨
床
心
理
士
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
職

員
、
行
政
相
談
員
（
相
談
は
無
料

で
す
）

※
予
約
は
不
要
で
す
が
、
予
約
が

あ
れ
ば
優
先
し
ま
す
。

問
合
せ　

市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

対
象
者　

市
内
に
住
所
が
あ
り
、

11
月
１
日
以
降
に
結
婚
し
た
夫
婦

（
50
歳
未
満
の
女
性
と
そ
の
配
偶

者
）。

※
婚
姻
の
手
続
き
を
さ
れ
て
、
２

週
間
ほ
ど
で
案
内
を
送
り
ま
す
。

案
内
が
届
か
な
い
場
合
は
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

先
天
性
風
し
ん
症
候
群
…
…
風
し

ん
に
免
疫
の
な
い
女
性
が
妊
娠
初

期
か
ら
妊
娠
６
カ
月
ご
ろ
ま
で
に

風
し
ん
に
か
か
る
と
、
お
な
か
の

赤
ち
ゃ
ん
に
重
い
障
が
い
が
残
る

確
率
が
高
く
な
り
ま
す
。

問
合
せ　

市
保
健
セ
ン
タ
ー
母
子

保
健
係
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人吉市消費生活センター
☎２２‒２１１１内線1215・1216

Consumption life center

応募・問合せ
〒 868-8601 人吉市麓町 16
総務課秘書広報係
（☎ 22‒2111 内線 2208）
Eメール
soumu@city.hitoyoshi.lg.jp

人吉市図書館
場　所：人吉カルチャーパレス内
開館日：火曜日～日曜日、祝日
休館日：月曜日（祝日に当たる
場合は、その翌日）、年末年始
（12月29日～１月３日）

３歳までの子どもの写真募集中！

問 図書館　☎２４‒３５１８

この本よかばい！

市歴史遺産課（☎２２－２３２４）

３歳までの子どもの写真募集中！

連絡先を忘れずに

多田 智子／ソーテック社

年金のしくみと手続きが
すっきりわかる本

竹田津 実 ／福音館書店

キタキツネのおとうさん

新
刊
案
内 (

11
月
の
新
刊
か
ら)

児童

一般

松本 ぷりっつ／
主婦の友社

うちの３姉妹

斉藤 恵
めぐ み

未さん

今
月
の
紹
介
者

下永野町

年
金
の
基
礎
や
年
金
を
も
ら
う

事
前
準
備
、60
〜
65
歳
の
年
金
、

65
歳
・
70
歳
の
年
金
、
60
歳
以

降
の
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
、
困
っ
た

と
き
の
対
処
方
法
な
ど
に
つ
い

て
、
図
表
を
交
え
て
分
か
り
や

す
く
解
説
。
年
金
に
つ
い
て
詳

し
く
知
り
た
い
方
に
お
す
す
め

の
一
冊
で
す
。

家
族
に
餌
を
運
び
、
外
敵
か
ら

巣
を
守
り
、
子
ど
も
に
餌
の
捕

り
方
を
教
え
、
子
ど
も
が
独
り

立
ち
す
る
と
静
か
に
巣
を
後
に

す
る
。
北
海
道
の
大
自
然
を
背

景
に
描
く
、
お
父
さ
ん
キ
タ
キ

ツ
ネ
の
子
育
て
奮
闘
記
。
イ
ラ

ス
ト
も
見
応
え
が
あ
り
、
本
文

と
一
緒
に
楽
し
め
ま
す
。

　

私
が
お
す
す
め
す
る
本
は
、「
う

ち
の
３
姉
妹
」
と
い
う
本
で
す
。

こ
の
本
は
、
長
女
フ
ー
、
次
女

ス
ー
、
三
女
チ
ー
が
主
人
公
で
、

日
ご
ろ
の
生
活
を
え
が
い
て
い
る

ホ
ー
ム
コ
メ
デ
ィ
ー
で
す
。

　

私
が
特
に
お
も
し
ろ
い
と
思
う

の
は
16
か
ん
で
、
い
く
つ
も
笑
え

る
場
面
が
あ
り
ま
す
。
つ
い
声
を

出
し
て
笑
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
ま

ん
が
の
絵
も
か
わ
い
く
、
ゆ
る
ゆ

る
の
物
語
で
す
。

　

最
終
か
ん
が
16
か
ん
で
す
が
、

人
気
が
あ
る
の
で 

、
図
書
館
に
全

部
そ
ろ
っ
て
い
る
の
を
見
た
こ
と

が
あ
り
ま
せ
ん
。
ぜ
ひ
、
借
り
て

読
ん
で
、
笑
っ
て
リ
ラ
ッ
ク
ス
し

て
く
だ
さ
い
。

12月・１月の休館日
２日、９日、16日、24日、29
日～31日、１月１日～３日、６
日、14日、20日、27日

　
「
お
金
が
な
い
か
ら
弁
護
士
に
は
頼
め
な

い
」。
あ
な
た
は
そ
う
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。

法
テ
ラ
ス
と
は

　

法
テ
ラ
ス
（
正
式
名
称
「
日
本
司
法
支
援

セ
ン
タ
ー
）
は
「
全
国
ど
こ
で
も
法
的
ト
ラ

ブ
ル
を
解
決
す
る
た
め
の
情
報
や
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
ら
れ
る
社
会
の
実
現
」
を
目
指
し
て

国
が
設
立
し
た
公
的
法
人
で
す
。

　
「
ど
こ
に
相
談
す
れ
ば
よ
い
か
分
か
ら
な

い
」「
弁
護
士
・
司
法
書
士
に
相
談
し
た
い

が
お
金
が
な
い
」
な
ど
、
悩
み
は
さ
ま
ざ
ま

で
す
。
法
テ
ラ
ス
で
は
、
そ
う
い
っ
た
個
々

の
状
況
に
応
じ
た
情
報
や
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

し
て
い
ま
す
。

　

多
重
債
務
・
離
婚
・
相
続
・
労
働
に
関
す

る
問
題
や
、
家
庭
内
暴
力
・
近
所
と
の
も
め

ご
と
な
ど
の
悩
み
、
ま
た
、
家
族
や
友
達
に

も
相
談
で
き
な
い
、
相
談
す
る
人
が
い
な
い

と
き
は
、
法 

テ
ラ
ス
の
出
番
で
す
。

民
事
法
律
扶
助

　

経
済
的
に
余
裕
の
な
い
方
が
法
的
ト
ラ
ブ

ル
に
あ
っ
た
と
き
、
法
テ
ラ
ス
は
無
料
法
律

相
談
と
弁
護
士
・
司
法
書
士
の
費
用
の
立
て

替
え
（
代
理
援
助
・
書
類
作
成
援
助
）
を
行
っ

て
い
ま
す
。

民
事
法
律
扶
助
利
用
の
条
件

　

民
事
法
律
扶
助
の
利
用
に
は
、
次
の
条
件

が
あ
り
ま
す
。

Ａ
収
入
・
資
産
が
一
定
基
準
以
下
で
あ
る
こ
と
。

Ｂ
勝
訴
の
見
込
み
が
な
い
と
は
い
え
な
い
こ
と
。

Ｃ
民
事
法
律
扶
助
の
趣
旨
に
適
す
る
こ
と
。

民
事
法
律
扶
助
の
申
し
込
み

●
無
料
法
律
相
談
（
法
律
相
談
援
助
）

法
テ
ラ
ス
を
ご
存
じ
で
す
か
？

　

無
料
法
律
相
談
を
利
用
す
る
に
は
、
上
記

の
Ａ
と
Ｃ
の
条
件
を
満
た
す
必
要
が
あ
り
ま

す
。

●
代
理
援
助
・
書
類
作
成
援
助

①
無
料
法
律
相
談
を
受
け
ま
す
。

②
審
査
…
上
記
の
Ａ
Ｂ
Ｃ
の
条
件
を
満
た

す
か
審
査
し
ま
す
。

③
援
助
開
始
決
定
…
法
テ
ラ
ス
の
基
準
に

基
づ
き
弁
護
士
・
司
法
書
士
の
費
用
を

決
定
し
、法
テ
ラ
ス
が
立
て
替
え
ま
す
。

援
助
を
受
け
た
ら
原
則
毎
月
５
千
円
か

ら
１
万
円
を
分
割
で
返
済
し
ま
す
。

　

困
っ
た
り
、
悩
ん
だ
と
き
は
、
法
テ
ラ
ス

の
サ
ポ
ー
ト
ダ
イ
ヤ
ル
に
お
電
話
く
だ
さ

い
。
秘
密
は
絶
対
守
ら
れ
ま
す
。

法
テ
ラ
ス　

サ
ポ
ー
ト
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０
‐
０
７
８
３
７
４

　

ま
た
、
夫
や
恋
人
か
ら
の
暴
力
や
ス
ト
ー

カ
ー
行
為
な
ど
で
お
困
り
の
方
は
、
法

テ
ラ
ス
の
犯
罪
被
害
者
支
援
ダ
イ
ヤ
ル
☎

０
５
７
０
‐
０
７
９
７
１
４
に
お
電
話
く
だ

さ
い
。
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水道管も冬したく！
市長の部屋

ひと好し ちょっといい話
「先手あいさつ明るい笑顔、傘一本お茶一杯運動」を広げましょう

　

ま
す
ま
す
寒
さ
が
身
に
こ
た
え
る
季

節
と
な
り
ま
し
た
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
予
防
接
種
は
お
済
み
で
し
ょ
う
か
。

ま
だ
の
方
は
早
め
の
予
防
接
種
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

10
月
28
日
、
人
吉
市
名
誉
市
民
の
川

上
哲
治
さ
ん
が
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

享
年
94
歳
で
し
た
。
こ
の
人
吉
か
ら
も

日
本
の
野
球
界
に
も
二
度
と
生
ま
れ
出

る
こ
と
の
な
い
巨
星
で
し
た
し
、
市
民

の
誇
り
で
も
あ
り
ま
し
た
。
心
よ
り
ご

冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、「
広
報
ひ
と
よ
し
」
を
発
行

し
続
け
て
は
や
１
０
０
０
号
を
迎
え
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
ご
愛
読
、
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
財
政
状
況

な
ど
数
字
で
表
現
す
る
も
の
は
、
で
き

る
だ
け
分
か
り
や
す
く
お
知
ら
せ
し
て

お
り
ま
す
が
、
さ
ら
に
創
意
工
夫
を
重

ね
親
し
み
や
す
く
分
か
り
や
す
い
広
報

紙
と
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
引
き
続

き
応
援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

あ
と
ひ
と
月
で
お
正
月
。年
末
に
は
、

玄
関
に
し
め
縄
を
張
り
、
床
の
間
に
鏡

餅
を
飾
っ
て
お
祝
い
し
ま
す
が
、
し
め

縄
の
由
来
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。
聞

く
と
こ
ろ
に
よ
り
ま
す
と
、
稲
わ
ら
で

編
む
縄
の
部
分
は
雲
を
表
し
、
梶
紙
で

作
る
御ご
へ
い幣
の
部
分
は
、
雷
を
表
し
て
い

る
そ
う
で
す
。
つ
ま
り
春
先
に
雲
を
呼

び
雷
が
鳴
る
年
は
豊
作
が
約
束
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、
来
年
も
豊
作
で
あ
り
ま
す

よ
う
に
と
の
願
い
で
し
め
縄
が
生
ま
れ

た
と
聞
き
ま
し
た
。
皆
さ
ん
、
ど
う
ぞ

良
か
が
ん
ち
ょ
（
元
朝
）
を
お
迎
え
く

だ
さ
い
ま
せ
。

今年の日本シリーズのさな
か、10月28日に逝去された
人吉市名誉市民・川上哲治さ
ん。「打撃の神様」「V９監督」
として知られた、昭和を代表
する野球人でした。

人吉市名誉市民・川上哲治さん

　

人
吉
市
民
を
は
じ
め
、
多

く
の
人
が
悲
し
み
に
包
ま
れ

た
〝
打
撃
の
神
様
〞
の
訃
報
。

今
月
号
の
追
悼
特
集
を
つ
く

る
た
め
川
上
さ
ん
の
足
跡
を

調
べ
ま
し
た
が
、
知
れ
ば
知

る
ほ
ど
、
そ
の
偉
大
な
人
生

に
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。
ニ
ッ

ク
ネ
ー
ム
や
エ
ピ
ソ
ー
ド

が
多
か
っ
た
の
も
、
ス
ー

パ
ー
ス
タ
ー
だ
か
ら
こ
そ

で
し
ょ
う
。

　

取
材
の
た
め
、
少
年
野
球

ク
ラ
ブ
に
入
っ
て
い
た
小
学

生
以
来
約
15
年
ぶ
り
に
川
上

球
場
へ
。
神
様
の
球
場
と
し

て
生
ま
れ
変
わ
っ
た
グ
ラ
ウ

ン
ド
で
は
、
昔
と
変
わ
ら
ず

少
年
た
ち
が
白
球
を
追
い
か

け
て
い
ま
し
た
。

編
集
室
か
ら

編
集
後
記

気温が氷点下になると、水道管が凍結して水が出なくなったり水道管が破裂したりすることがあります。本格的
に冷え込む前に、水道管も冬じたくをしましょう。

▶屋外にあるじゃ口、または給湯器など
▶むき出しになっている水道管など
▶風当たりが強い水道管など
▶日が当たらない水道管など

むき出しの管は、冷
えやすく、凍りやす
くなります。

ホームセンターなど
で購入できるパイプ
カバーをかぶせます。

パイプカバーについ
ているシールで密封
します。

間をビニールテー
プで巻いて保護しま
す。

日当たりが悪い場所にある水道メーターも凍りやすい箇所の一つです。メーター
部分の凍結防止には、布を入れたビニール袋を敷き詰めると効果があります。

じゃ口を開けて凍った部分にタオルか布をかぶせ、
じゃ口の先の方からぬるま湯をまんべんなくゆっくり
とかけてくだ
さい。熱湯は
厳禁です。（ヒ
ビ割れや破裂
のおそれがあ
ります）

止水栓を閉めて、人吉市指定給水装置工事店に修理を
依頼してください。指定給水装置工事店は市ホーム
ページに掲載しています。分からない場合は市上水道
課までお尋ねください。

問合せ　市上水道課（☎２２－５４９７）

凍結しやすい箇所とは？

凍結して水が出ないときは？

今からできる！　凍結防止対策

破損やヒビ割れしたときは？

止水栓（バルブ）

メーターボックス

パイプカバーで保護する方法

◎あて先
〒868‒8601
人吉市麓町16番地
総務課秘書広報係　　まで
Eメール 
soumu@city.hitoyoshi.lg.jp
※住所、氏名（ペンネーム可）、

年齢、性別を記入してください。

８
月
某
日
、
と
て
も
感
動

す
る
出
来
事
が
あ
り
ま

し
た
。

　

月
日
は
経
ち
ま
し
た
が
、
ど

う
し
て
も
黙
っ
て
お
く
の
は

も
っ
た
い
な
い
と
思
い
、
筆
を

執
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

今
年
の
夏
、
球
磨
川
で
は
連

日
鮎
釣
り
の
方
々
で
に
ぎ
わ
っ

て
い
た
か
と
思
い
ま
す
が
、
そ

ん
な
中
、
一
人
の
命
が
救
わ
れ

た
の
で
す
。

　

８
月
某
日
の
夕
刻
、
球
磨
川

で
鮎
釣
り
を
さ
れ
て
い
た
方
が

誤
っ
て
川
に
流
さ
れ
て
い
る
と

こ
ろ
を
、
同
じ
く
鮎
釣
り
を
し

て
い
た
方
が
気
付
き
、
声
を
か

け
て
自
分
の
竿
を
差
し
出
し
て

つ
か
ま
ら
せ
、
引
き
上
げ
た
と

の
こ
と
で
し
た
。

　

助
け
ら
れ
た
と
こ
ろ
か
ら
少

し
下
流
に
は
激
し
い
瀬
が
あ
っ

た
と
の
こ
と
で
、
も
し
そ
の
方

が
い
な
か
っ
た
ら
と
て
も
悲
し

み
な
さ
ん
か
ら

の

お
た
よ
り

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
皆
さ
ん
か

ら
の
お
便
り
を
紹
介
し
ま
す
。

　

こ
の
ペ
ー
ジ
へ
の
市
民
の
皆

さ
ま
か
ら
の
お
た
よ
り
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

　

広
報
ひ
と
よ
し
を
読
ん
だ
感

想
や
人
吉
へ
の
思
い
、
あ
な
た

の
ま
わ
り
で
起
こ
っ
た
身
近
な

出
来
事
な
ど
を
書
い
て
お
送
り

く
だ
さ
い
。

い
惨
劇
と
な
っ
て
い
た
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

　

幸
い
、
溺
れ
て
い
た
方
に
は

け
が
も
な
く
、
事
な
き
を
得
た

よ
う
で
す
。

　

テ
レ
ビ
で
は
よ
く
人
助
け
を

し
た
と
か
で
感
謝
状
を
贈
ら
れ

る
な
ど
し
て
い
る
の
で
、
こ
の

よ
う
な
素
晴
ら
し
い
事
が
公
に

な
ら
な
い
の
が
も
っ
た
い
な
い

と
思
い
筆
を
執
っ
た
次
第
で

す
。

匿
名
希
望

※水道管やじゃ口に布類を巻き、雨など濡れないようにビニールを巻き付けた後ビニールテープなどで保護する方法もあります。
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〒
868-8601　

熊
本
県
人
吉
市
麓
町
16
番
地

http://w
w
w
.city.hitoyoshi.lg.jp/　

　
info@

city.hitoyoshi.lg.jp
☎
（
0966）

22-2111　
℻
  （
0966）

24-7869
編
集
・
発
行
　
人
吉
市
役
所
総
務
課
秘
書
広
報
係

広
報
ひ
と
よ
し
　
平
成
25
年
12
月
号
　
第
１
０
０
０
号

H i t o y o s h i  i n f o r m a t i o n

ひとよし春風マラソン実行委員会事務局

市社会教育課内（☎ 22-2111 内線 5241・5242）　　

申込み
問合せ

申込締切　2014年１月15日（水）

【市内申込用紙配布場所】
市役所本館、市役所別館、各校区コミ
セン、人吉スポーツパレス、人吉商工
会議所、オリンピアスポーツ、文尚堂、
各温泉施設、各宿泊施設人吉市ホームページから 検 索春風マラソン で検索！

招 待 選 手

元ワコール女子陸上競技部
　　湯田友美さん ほか


